
泉大津市教育振興基本計画【後半期】（案）に対するパブリックコメントの結

果について 

 

◇募集期間：令和２年１１月１６日（月）～１２月１３日（日） 

◇募集方法：郵送、ファックス、電子メール、教育政策課へ持参（また、市内公共施設等

に意見書募集箱を設置） 

◇提出人数：２人 

◇意見件数：５件 

◇意見概要及び市の考え方 

 

NO 意見・提言の概要 市の考え方 
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【学校教育について】 

タブレットの配布が進むようですが、そのメリ

ット・デメリットはいろいろあると思います。

私たちもそうですが、手書きが減り漢字を読む

ことはできても書くことができない漢字が多

くなっています。タブレットの活用で子どもの

理解度が進む反面、手書きが減ることによるデ

メリットについても対応をお願いします。 

 

 

資料の P9 に「（3）支援教育の充実」と有りま

すが、実際どのように取り組まれるのでしょう

か。子どもが若葉学級にも在籍しており、今後

の進路などについても不安や悩みがあります

が、学校とどのように相談すればいいのかわか

りません。相談しやすい仕組みづくりと、担当

される教職員の方もご苦労が多いと思います

ので、教職員の増員もお願いします。 

 

 

 

【学校教育と生涯学習の充実について】 

学校教育の充実には生涯学習の充実が必須で

あると思う。その点が計画に盛り込まれていて

良いと思う。 

 

タブレット端末を活用した学習は、デジタルの

メリットを学習活動に効果的に取り入れ、既存

の学習活動ではできなかったことを実現して

いくことにあります。 

また、すべての学習活動をタブレットで行うわ

けでなく、教科や学習内容に応じて、『書く』

学習活動を適切に加え、ご不安のデメリットに

対応した授業づくりに取り組んでまいります。 

 

市内の小・中学校においては、障がいの有無に

かかわらず共に学ぶインクルーシブ教育構築

のため、教員研修を重ね、全ての子ども達にと

ってわかりやすい授業づくりや環境整備に取

り組んでおります。支援学級に在籍する児童生

徒の進路等の相談については担任や特別支援

コーディネーターが対応させていただいてい

ますが、不安を抱えた保護者や児童生徒が安心

して相談できる体制づくりを検討してまいり

ます。 

 

 

後半期の重点事業に記載のとおり学校図書館

と新図書館の連携により、子ども達の読書環境

の向上に努めることや、泉大津市にある史跡や
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【生涯学習について】 

生涯学習関連施設の利用率を向上させる必要

があるので、リニューアル等により利用率を高

められるのではないか。 

 

 

 

 

【学校の地域連携充実について】 

地域との連携が充実すれば、さらに学びの充実

が進むと思う。 

 

 

 

 

 

 

遺跡について子ども達が学習する機会を設け、

郷土愛や市民としてのアイデンティティを醸

成していくなど、学校教育と生涯学習の連携を

図りながら両方の充実に努めてまいります。 

 

 

市では、生涯学習関連施設も含め全ての公共施

設のあり方を「泉大津市公共施設適正配置基本

計画」で定めています。今後、生涯学習関連施

設が市民の皆様にさらに使っていただけるよ

うに、検討していきたいと考えております。 

 

 

 

市内の小中学校では、社会に開かれた教育課程

を実現するため、地域住民が学校運営に参加で

きる仕組みであるコミュニティ・スクールを推

進しております。今後、コミュニティ・スクー

ルを充実させ、子ども達の『学びの充実』を図

ってまいりたいと考えております。 

 

 

 


